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☆特集…コロナ禍のおうち時間の過ごし方～子育て中のパパ、ママに聞きました～
☆ジェンダー川柳



テレワークの利用
労働時間の柔軟化
労働時間の減少
労働時間の増加
専業主婦（夫）
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家族との時間を保ちたいと考
えている人が多いね。でも、
緊急事態宣言で学校等が休
校になって家事負担が増えた
影響なのか、「どちらかという
と保ちたくない」「わからな
い」という人もいるね。

半数以上の人が「家族と過
ごす時間が増えた」と回答
しているね。
テレワークの利用や労働時
間の短縮による影響かな。

「働き方に変化はない」って回答した人が多いんだね。でも、「テ
レワークの利用」、時差勤務などの「労働時間の柔軟化」、「労働
時間の減少」があったって答えた人もいるね。

やや減少

減少

家族と過ごす時間に変化は
ありましたか

現在の家族と過ごす時間を
今後も保ちたいですか

働き方に変化はありましたか（複数回答可）
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コロナ禍のおうち時間の過ごし方
特集 四日市市の子育て中のパパ、ママに聞きました



夫の役割分担に
変化はありましたか

夫婦間の家事・育児の役割分担を工夫しましたか

妻の役割分担に
変化はありましたか

Q5-1 Q5-2

Q4

※本アンケートは、四日市市男女共同参画センターの利用者や登録者等のうち、
　子育て中の父親、母親計110人に対し、実施しました。

　コロナ禍により、テレワークの利用や労働時間の柔軟化、外出自粛などライフスタイルに大
きな変化が生じました。このことがきっかけで、家族と過ごす時間の増加や、夫婦間の家事・
育児役割分担の見直しにつながり、さらには、ワーク・ライフ・バランスや固定的性別役割分
担意識について考える機会となりました。新型コロナウイルス感染症はいまだ収束の目途がた
ちませんが、コロナ禍における新しい生活様式の浸透に合わせて、男女共同参画の視点を持つ
機会となるよう当センターとしても取り組みを進めていきたいと思います。

ほとんどの人が役割分担に変化がな
かったみたいだね。でも、おうち時間の
増加で、パパやママのうち、４分の１く
らいの人は、家事・育児の役割が増加
しているね。

約３割の人がコロナ禍によ
り、「夫婦間の家事・育児の
役割分担を工夫した」と回答
しているね。

妻の役割が減少
夫の役割が減少
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ジェンダー川柳
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はもりあ四日市登録グループ「さんしょの実俳句会」
の皆さんと、はもりあ四日市のご利用者にご協力いた
だきました。

日々 の生活のなかで、思ったこと、感じたこと
等を男女共同参画の視点で川柳にして詠ん
でいただきました。


